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 半月や三日月の「光るキーホ

ルダー」は比較的簡単だった。

シール型の発光体を、直径 2cm

程度にパンチで丸く抜いて、半

分に切ればよい。三日月の場合

は、繰り返し丸く抜いていけば

大量生産が可能だ。しかし任意のロゴ（マーク）の場

合はそうはいかない。 

 

 最初に思いついたのが、粉末状の発光体（蓄光物質）

である。これを溶いて描くのだ。これはイギリス製の

「最も明るく、最も持続時間が長い」と自称している

蓄光物質だ。さっそく仕入れて、蛍光灯に１分ほどか

ざしたあと暗い場所に置くと、容器ごと光っている。 

 

 「粉が光る」というのは面白い。しかし、見掛け倒

しだった。あっという間に暗くなって、５分ぐらいし

か持たない。これは期待外れだった。 

 蓄光物質には、主として「硫化亜鉛系」と「アルミ

ン酸ストロンチウム系」の２種類がある。硫化亜鉛系

は安価だが、蓄光能力は低い。アルミン酸ストロンチ

ウム系は最強の蓄光物質で、12時間も発光し続けるこ

ともある。 

 

 どうせなら、その元の薬品を手に入れようと思った

が、これが入手困難だった。薬品業者からやっと買い

求めたものがこの小瓶だ。アルミン酸ストロンチウム

St4Al14O25にユーロピウム、ジスプロシウムまで配合

されている。いずれも強力な蓄光物質だ。放射性物質

は含まれておらず、毒性もないことは確認した。 

 

 これはさすがにすさまじい蓄光能力だった。格がち

がう。蛍光灯に５分間当てて、真っ暗な物置に放置し

たが、翌朝になってもかすかに発光していた。 


